
食品 PFAS 試験のポイント早見表
食品の PFAS 試験では、特にコンタミネーションや誤った結果が発生しやすくなります。その理由は、機器、消耗品、水、
処理プロセスから PFAS が発生する可能性があるためです。この早見表は、バックグラウンドの低減、偽陽性と偽陰性の回避、
低 ppt レベルでの確実な分析に役立ちます。

10 秒でできるトラブルシューティング 
PFAS のピークが出現したら…

すべての測定バッチで必要な
最初の手順 

         機器ブランク（注入なし）

         試薬ブランク

         内部標準ブランク
        （必要に応じて）

一晩経過/待機時間の後

         さらに 1～2 回の
         ブランクランを実施
         （PFAS バックグラウ
         ンドが再出現する
         可能性があるため）

ブランクランの
チェックリスト 
偽陽性に対する
最低限の安全策

ブランクとすべてのサンプル
で → システム、移動相、
機器のバックグラウンドを
チェックする

数個のサンプル
のみで → 消耗
品や処理方法を
チェックする

PFAS 
食品試験の
検出レベルは多くの
場合 10 ppt 以下

食品分析が
特殊な理由 
食品マトリックスは多種
多様であり、環境サンプル
では見られない干渉が
発生する

脂肪酸と胆汁酸が、
サプレッションやマトリックス
効果などの干渉の原因と
なる

一部の胆汁酸は PFOS と
同じ質量であるため、MS だけ

では分離できない

マトリックスごとに最適
化したクリーンアップと
クロマトグラフィー分離
によってのみ、定量の
信頼性を確保できる

PFAS 試験専用の機器構成を使用する – PFAS試験用の LC-MS/MS 機器構成と
ディレイカラム、フッ素ポリマーを含まない部品を使用して、キャリーオーバーと
バックグラウンドノイズを防ぎます。

すべての材料と消耗品の適格性を評価する – LC/MS グレードの溶媒を使用し、
新しいロットごとにチェックし（または CoA 付きのロットを使用し）、試薬、チップ、
容器、カートリッジの予備テストを使用前に実施します。

ブランクランを徹底する – バッチごとに、まず機器と試薬のブランクラン
（および必要に応じて内部標準のブランクラン）を実施します。
測定間隔が空いた場合、もう一度ブランクランを実施してシステムを再平衡化します。

超純水の品質を慎重に管理する – サンプル前処理ではバッファーとして
使用する水の量を最小限に抑えてください。超純水採取前に良くフラッシュし、
低 ppt のバックグラウンドとなるよう注意します。

マトリックス効果に応じてクロマト分離をカスタマイズ
する – 食品マトリックスごとに LC グラジエントを
カスタマイズし、適切な内部標準を選択して質量干渉
（胆汁酸と PFOS など）を回避します。

環境試料用メソッドをそのま
ま使用しない – EPA 533 な
どの試験法は食品向けに最
適化されておらず、時間や手
間がかかりすぎることがよく
あります。 

LC 流路にフッ素ポリマー部品を使用しない 
– 未修飾のチューブやシールから PFAS が
浸出し、分析対象物と共溶出する可能性が
あります。

消耗品を盲目的に信用しない – 溶媒、水、試薬、ピペット
チップ、容器はすべて汚染源になる可能性があります。
使用前にブランクレベルを確認し、記録しておいてください。

サンプルを不適切な方法で処理または保管しない – 水溶性サンプルには
ガラス容器ではなくポリプロピレン容器を使用し、冷蔵保管後は加温して
ボルテックスします。またキャップの内側に触れたり、ボトルの水を再利用したり
しないでください。

冷静になる – PFAS バックグラウンドが完全に消失することはありません。発生源を追跡し、
バックグラウンドレベルがどれくらい出ているかを継続してモニターし、分別してください。
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食品・飲料分析は
こちらもご覧ください

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=475

